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（
以
上
、
主
幹
教
諭
　
下
窪
）

気
持
ち
よ
い
朝

　
四
月
一
日
の
朝
、

風
の
子
こ
ど
も
園
の

園
庭
か
ら
空
を
見
上

げ
る
と
、
飛
行
機
雲

が
…
。私
が「
ロ
ケ
ッ

ト
だ
」と
言
っ
た
ら
、

あ
る
子
ど
も
が
「
エ

イ
プ
リ
ル
フ
ー
ル
だ

か
ら
大
丈
夫
だ
よ
」

と
笑
顔
で
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。

4 月生まれ誕生会

前
田
　
朔
良

　
　
　（
栄
養
士
）

　
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
、
い
つ
も
笑
顔
で
楽
し

く
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し

ま
す
。

井
之
元
　
夕
子

　
　（
保
育
教
諭
）

　
今
年
、
鹿
児
島
県
立
短
期
大
学

を
卒
業
し
て
栄
養
士
に
な
り
ま
し

た
。
慣
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
一
生
懸

命
頑
張
り
ま

す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い

し
ま
す
。

直
　
ミ
サ
エ

　
　（
保
育
補
助
）

御
領
　
未
来

　
　（
保
育
補
助
）

春
の
会
（
四
月
一
日)

　
十
三
名
の
新
入
園
児
を
迎
え
て
賑

や
か
な
こ
ど
も
園
の
ス
タ
ー
ト
で

す
。

　
初
め
て
子
ど
も
と
関
わ
る
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
分

か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、

一
生
懸
命
頑

張
っ
て
い
き

ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
声
で
元
気
を
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
を
楽
し

く
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま

す
。

　こども園便り　御所・風の子こども園
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給
食
だ
よ
り

（
以
上
、
看
護
師
　
兼
廣
）

安
全
だ
よ
り

健
康
だ
よ
り

散
歩
コ
ー
ス
の
安
全
確
認（
三
月
十
九
日
）

保
健
指
導
（
四
月
十
四
日
）

　『
生
活
リ
ズ
ム
』『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
』
の
テ
ー
マ
で
保
健
指

導
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
、

健
康
で
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に
大
切
な

食
事
、
睡
眠
、
活
動
（
遊
ぶ
）
の
リ
ズ

ム
を
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
感
染
予
防

対
策
と
し
て
、
手
洗
い
・
消
毒
・
マ
ス

ク
着
用
と
で
き
る
だ
け
人
の
多
い
場
所

へ
行
か
な
い
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し

た
。

　
園
外
活
動
の
一
環
と
な
る
散
歩
は
、
子
ど

も
た
ち
の
貴
重
な
成
長
の
機
会
で
す
。
保
育

者
は
、
な
る
べ
く
大
通
り
を
避
け
て
、
歩
行

者
専
用
帯
が
設
け
ら
れ
て
い
る
道
を
選
び
ま

す
。
今
回
は
、
子
ど
も
の
視
点
で
五
つ
の

コ
ー
ス
の
下
見
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
道
路

の
見
通
し
、
歩
道
の
有
無
、
交
通
量
な
ど
を

確
認
し
、
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
職
員
間
で
情

報
共
有
を
行
い
ま
す
。
一
番
危
険
を
感
じ
た

の
は
、
交
差
点
で
横
断
歩
道
を
渡
る
瞬
間
で

す
。急
い
で
渡
ら
せ
よ
う
と
し
が
ち
で
す
が
、

落
ち
着
い
て
一
度
止
ま
り
、
左
右
の
安
全
確

認
を
し
て
か
ら
歩
い
て
渡
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

（
以
上
、
栄
養
士
　
濱
田
）

救
命
救
急
講
習
会（
三
月
三
十
一
日
）

　
保
育
中
に
子
ど
も
に
異
変
が
起
き
た
り
、
街
で
倒
れ

て
い
る
人
を
発
見
し
た
り
し
た
ら
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
れ

ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？
緊
急
事
態
に
遭
遇
し
た
と

き
の
対
処
方
法
を
学
び
ま
し
た
。
講
習
会
を
繰
り
返

し
受
け
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
焦
ら
ず
、
怖
が
ら
ず

に
救
助
の
手
助
け
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

甘
く
て
美
味
し
い
さ
く
ら
ん
ぼ

　
春
は
旬
の
お
い
し
い
食
材
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
御
所
こ
ど
も
園
の

園
庭
に
は
、
真
っ
赤
に
色
づ
い
た
『
さ
く
ら
ん
ぼ
』
が
た
く
さ
ん
実
を
付

け
て
い
ま
す
。
甘
く
て
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。

谷山第二中央公園コース 御所風の子こども園コース
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5 歳児

3 歳児

4 歳児

2 歳児

今月のテーマ　『鯉のぼり』

新しいクラスにも慣れ、子どもたちは「屋根よーり高ーいこいのーぼり」
と季節の歌を元気よく歌っています。そんな子どもたちが園庭で気持ち
良さそうに泳ぐ『鯉のぼり』を想像しながら作りました。2.3.4.5 歳児
の個性溢れる作品が仕上がりました。　　　　　　　　　　　　（満丸）

紙皿に好きな絵柄を描き、絵の具で塗っ
てはじき絵をしました。ハサミで切り、

『鱗』に大変身しましたよ。

「どの色にしようかな」と悩みながら色
を付けました。開くと素敵な模様が出来
上がってビックリ！世界にたった一つだ
けのこいのぼりが出来ました！

鯉のぼりに絵の具や折り紙を使い、両面
で模様を変えました。カブトは好きな
色を 4 色選び、自分たちで折りました。
重五の会が楽しみです！

子どもたちの大好きなお絵描きを取り入
れたり、好きな色の花紙を丸めて透明な
袋に詰め込んだりしてかわいいこいのぼ
りが仕上がりました！

今
月
の
テ
ー
マ

セバストガチョウ号　5月号4
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令
和
四
年
度
は
、
二
十
名
の
一
年
生
を
迎
え
て
総
勢
六
十
名

の
楽
し
い
船
出
に
な
り
ま
し
た
。

　
可
愛
い
一
年
生
た
ち
は
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
た
ち
の
す
る
こ

と
に
興
味
津
々
。
そ
の
眼
に
は
宿
題
で
さ
え
も
新
鮮
に
映
る
よ

う
で
す
。
上
級
生
た
ち
の
勢
い
に
圧
倒
さ
れ
て
目
を
大
き
く
見

開
い
た
り
、
優
し
く
教
え
て
く
れ
る
言
葉
に
小
さ
く
頷
い
た
り

し
な
が
ら
ホ
ッ
と
し
た
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
も
…
。
一

日
一
日
、
真
の
小
学
生
へ
の
道
を
力
強
く
歩
い
て
い
る
よ
う
に

見
え
ま
す
。

　
上
級
生
も
一
学
年
ず
つ
進
級
し
、
可
愛
い
弟
や
妹
が
増
え
て

気
持
ち
も
新
た
に
や
る
気
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
す
。
今
の
子
ど

も
た
ち
の
希
望
に
満
ち
た
姿
が
、
三
月
ま
で
続
く
よ
う
に
見
守

り
励
ま
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
以
上
、　
放
課
後
児
童
支
援
員
　
大
原
）

風車作り 春の遠足

み
ん
な
で
一
致
協
力
し
て
頑
張
り
ま
す
。

ス ポ ー ツ が 大
好き。子どもた
ち と 運 動 を 楽
しみたいです。

日高 洋子

子 ど も た ち の
成 長 を 肌 で 感
じ て 感 動 し て
います。

大原 浩子

数独、漢字ナン
クロが好き。子
どもたちとやっ
てみたいです。

染川 篤子

趣味はハンドメ
イド。子どもた
ちと製作を楽し
みたいです。

倉留 彰子 

絵本が大好き。
お勧めの本を紹
介してください
ね。

高崎 さゆり

い つ も 愛 犬 の
『オンリー』に
癒 さ れ て い ま
す。

池田 聖子

4 月から専門学
生 に な り ま し
た。保育士の卵
です。

山崎 佳奈

キ ャ ン プ 大 好
き。早くみんな
で行けるといい
な。

大山 和代

（
以
上
、　
ク
ラ
ブ
長
　
高
崎
）

交通安全教室 新一年生歓迎会

　

支
援
員
紹
介

児童クラブ便り　児童クラブ未来
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記
者
　
湯
ノ
口
・
内
村
・
小
薗
・
松
元

セバストガチョウ号　5月号6
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自己評価チェック

御所こども園・御所風の子こども園では、自己の資質向上に
繋げることを目的に、年４回『幼保連携型認定こども園教育・
保育要領』に基づいて保育を振り返り、自己評価チェックを行
っています。

Q1．食育の推進について
・幼保連携型認定こども園における食育は、健康な生活の基本と
しての食を営む力の育成に向け、その基礎を培うことを目標とし、
園児が生活と遊びの中で、意欲を持って食に関わる体験を積み重
ね、食べることを楽しみ、食事を楽しみ合う園児に成長していく
ことを期待するものである。

（以上、保育評価グループ）

理解度について ●『十分できている』

●『ほぼできている』

●『あまりできていない』

●『全くできていない』の 4 段階で評価しました。

今後の取り組み

17%

50%

33%

Q1

※『あまりできていない』と評価した職員に対しては、グループメ
ンバーと一緒に保育を見直しました。

乳幼児期にふさわしい食生活が展開され、適切な援助が行われ
るよう、全体的な計画に基づいた食育計画を作成し、評価及び
改善に努めていきます。

　　食育体験
『焼きおにぎり作り』

　　食育指導
『噛むことの大切さ』

　　菜園
『冬野菜作り』

自分の作ったものを、美味
しそうに食べていました。

発達に合わせて、クイズ形
式で子どもたちの理解を深
めました。

成長した野菜の収穫を楽し
みに、苗植えを行いました。

セバストガチョウ号　5月号 7
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かみつき・ひっかきのトラブルが起こった時は、怪我をしてしまった子どもと怪我をさ
せてしまった子どもの双方と話しをします。
その上で、それぞれどうすれば良かったかを一緒に考えます。子どもがどのような気持
ちだったかに目を向け、状況に応じて具体的に伝えるようにしています。子どもの気持
ちに寄り添いながら、成長を見守っていきます。

保育中に起きてしまう怪我に、噛みつき・ひっかきがあります。『子どもに怪我をさせる』
ことは、保育者にとってもショックの大きい出来事です。しかし、私たち保育者は怪我
の理由を考え、対応するようにしています。

①体の調子がよくない
　睡眠不足や体調が悪いなど、ちょっとしたことでも影響しやすいものです。0.1 歳で
　は、歯の生え始めによる不快感が噛みつきの要因になることもあります。
②気持ちが安定しない
　新年度が始まったこの時期は、子どもも緊張や不安を感じています。
③環境が落ち着かない
　子ども同士の距離が近すぎると、怪我の危険性が高まります。
④『自分でやりたい』『集中したい』という気持ちが強い
　自分のペースを他の子どもに邪魔された時に、気持ちをうまく伝えられずにとっさに
　行動に出てしまいます。　

噛みつき・ひっかき

（以上、リスクコントロールグループ）

保育者の対応

噛みつき・ひっかきの理由

セバストガチョウ号　5月号8
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保育園だより　 御所季の子保育園

　
新
年
度
が
始
ま
り
一
ヶ
月
が
経
ち
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
園
の
生
活
に
も
少

し
ず
つ
慣
れ
て
表
情
に
余
裕
が
出
て
き
ま

し
た
。
春
の
会
で
は
、
在
園
児
に
よ
る
歌

と
体
操
で
、
三
名
の
新
入
園
児
を
迎
え
ま

し
た
。
新
入
園
児
の
子
ど
も
た
ち
に
も
進

ん
で
声
を
か
け
て
、
友
だ
ち
と
関
わ
る
姿

が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
様
子
を
温
か

く
見
守
り
な
が
ら
、
家
庭
と
連
携
を
図
り

心
身
共
に
安
定
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま 

す
。

　『こ
ど
も
食
堂
（
農
の
子
）』（
四
月
二
日
）

　
こ
ど
も
食
堂
が
二
ヶ
月
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
次
回
は
五
月
七
日
（
土
）
に

開
催
予
定
で
す
。

健
康
診
断

　
五
月
十
二
日(

木)

の
十
五
時
か
ら
、
園
の
嘱
託

医
に
よ
る
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。
園
児
の
登
園
と

降
園
時
間
の
調
整
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
事
前
に
コ
ド
モ
ン
ア
プ
リ
よ
り
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
ま
す
。
未
回
答
の
園
児
は
当
日
内
科
診

察
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
必
ず
回
答
し
て
い
た
だ
き
、
ご
不
明
な
点
は
保
育

者
へ
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

園
か
ら
の
お
願
い
！

　
ま
だ
ま
だ
気
温
が
安
定
し
ま
せ
ん
が
、
お
天
気
の

良
い
日
は
日
光
に
あ
た
り
、
元
気
よ
く
活
動
す
る
こ

と
で
体
力
作
り
に
努
め
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
体
温

の
高
い
子
ど
も
は
、
汗
を
か
き
や
す
く
な
り
高
温
多

湿
の
状
態
と
な
り
ま
す
。
毎
日
入
浴
を
し
て
、
頭
か

ら
足
の
先
ま
で
保
清
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。
皮

膚
ト
ラ
ブ
ル
や
頭
じ
ら

み
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

の
見
立
て
と
も
な
り
ま

す
。

健
康
だ
よ
り

（
以
上
、
看
護
師
　
田
代
）

（
以
上
、
主
任
　
永
田
）
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給
食
だ
よ
り

　
四
月
八
日
（
金
）
は
、

今
年
度
最
初
の
愛
情
弁

当
の
日
で
し
た
。
お
母

さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
た

お
弁
当
を
、
み
ん
な
嬉

し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま

し
た
。
好
き
な
物
が
入
っ

て
い
た
り
、
給
食
に
は

出
な
い
果
物
が
お
弁
当

に
入
っ
て
い
た
り
し
ま

し
た
。
〇
・
一
・
二
歳
児

は
部
屋
で
、
三
・
四
・
五

歳
児
は
天
気
が
良
か
っ

た
の
で
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

に
シ
ー
ト
を
敷
い
て
食

べ
ま
し
た
。
月
に
一
度

の
愛
情
弁
当
の
日
。
こ

れ
か
ら
も
、
愛
情
た
っ

ぷ
り
の
お
弁
当
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
以
上
、
栄
養
士
　
濱
田
）

《
四
月
の
献
立
よ
り
》

『
鰹
の
竜
田
揚
げ
』

【
材
料
】

□
鰹
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
枚

★
漬
け
だ
れ

□
醤
油
…
…
…
…
…
…
…
…
…
小
さ
じ
一
と
二
分
の
一

□
生
姜
…
…
…
…
…
…
…
…
…
小
さ
じ
二
分
の
一

□
砂
糖
…
…
…
…
…
…
…
…
…
小
さ
じ
一

□
酒
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
小
さ
じ
一

そ
の
他

□
片
栗
粉
…
…
…
…
…
…
…
…
適
量

□
油
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
適
量

【
作
り
方
】

①
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
で
鰹
の
水
分
を
拭
き
取
り
、
漬

け
だ
れ
に
三
十
分
漬
け
込
む
。

②
鰹
を
つ
け
汁
か
ら
取
り
出
し
て
、
汁
気
を
キ
ッ
チ
ン

ペ
ー
パ
ー
で
拭
き
取
る
。

③
片
栗
粉
を
ま
ぶ
し
、
フ
ラ
イ
パ
ン
に
鰹
が
浸
か
る
く

ら
い
の
油
の
量
で
両
面
を
し
っ
か
り
揚
げ
る
。

★
醤
油
の
代
わ
り
に
麺
つ
ゆ
に
つ
け
て
も
美
味
し
く
で

き
ま
す
。

（
以
上
、
調
理
員
　
園
山
）

セバストガチョウ号　5月号１０



父
母
会

   
役
員
紹
介

　
外
に
出
る
と
、
辺
り
に
は
新
緑

を
輝
か
せ
る
木
々
、
色
鮮
や
か
な

花
々
が
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

す
。

　
園
庭
の
花
に
水
や
り
を
す
る
様

子
を
見
て
い
た
子
ど
も
が
「
私
も

や
り
た
い
」
と
自
分
か
ら
大
き
な

ジ
ョ
ウ
ロ
に
水
を
入
れ
始
め
ま
し

た
。
な
み
な
み
と
水
が
注
が
れ
重

く
な
っ
た
ジ
ョ
ウ
ロ
を
運
べ
る
か

な
、
と
心
配
で
見
て
い
ま
し
た

が
、
お
友
だ
ち
と
二
人
で
協
力
し

て
運
ん
で
い
ま
し
た
。
重
い
ジ
ョ

ウ
ロ
を
二
人
で
持
ち
な
が
ら
、
一

生
懸
命
お
花
に
水
を
あ
げ
て
い
る

姿
が
と
て
も
微
笑
ま
し
く
見
え
ま

し
た
。

　
来
月
号
の
セ
バ
ス
ト
ガ
チ
ョ
ウ

号
も
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
月
野
）

（以上、父母会長　原口）

副会長
　　平原さん

父母会長
　　原口さん

会計
　濵田さん

4歳児
　　木場さん

3歳児
　　的野さん

5歳児
　　田中さん

5歳児
　　柴田さん

1歳児
　　大丸さん

2歳児
　　現王園さん

保護者の皆さま、日頃より父母会活動にご協力頂
き、ありがとうございます。
今年度も新型コロナウイルスの影響で行事の中止
や日程の変更等の可能性もありますが、開催でき
る行事が子どもたちにとって楽しい思い出になる
よう努力して参りますので、よろしくお願い申し
上げます。

Ｇは御所のＧ。Ｋは風の子のＫ。M は季の子、未来のＭ。
ここでは、各施設に関する様々な情報をお送りいたしま
す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2022 年 5 月 1 日発行

〒 891-0116　鹿児島市上福元町 5682 番地　御所こども園　TEL:099- 268 - 5122 e-mail:info-gosho@seihoufukushikai.jp　HP:https://seihoufukushikai.jp

発行・編集人／社会福祉法人清豊福祉会広報グループ　　印刷／御所こども園　3 月 21 日〜４月 20 日の記事を掲載しています。

セバストガチョウ号


